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　日本共産党の志位和夫委員長は4月７日、国会内で記
者会見し、新型コロナウイルス問題に関する「緊急事態
宣言」の発出と政府の「緊急経済対策」について、現時
点での日本共産党の立場について述べました。
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自粛強化の要請は当然だ
最大の問題は補償拒否の姿勢にある
　現時点で、政府が感染の爆発的拡大を抑えるために、外出自粛の要請を強めるなどの措置を取ることは当然
だと考えます。最大の問題は、安倍晋三首相が、この期に及んで、自粛と一体の補償を拒んでいることにあります。
　本日の国会での質疑でも、この態度が一番の問題として浮き彫りになりました。これでは感染の爆発的拡大を抑
えるうえでの実効性がないと言わなければなりません。この態度を根本的に改めて、自粛と一体の補償を宣言して

実行することを強く求めたい。とくに、政府の責任で「緊急事
態宣言」を発令する以上、政府の責任において補償措置
を行うことがいよいよ急務になっていることを強調したい。

自粛要請の直接・間接の影響の
全体を補償せよ
　本日の質疑で、安倍首相はこの問題について問われて、
“自粛要請による影響は直接的な影響だけではなく、間接
的な影響もあり、こちらは甚大な影響になる、だからその全体
を補償することは難しい”という論法を繰り返しました。
　日本共産党の立場は、自粛要請による直接的な影響、
間接的な影響の全体に対して補償措置を行うべきだという
ものです。間接的な影響が甚大だからできないというのは全
く理屈にならない。甚大ならなおさら、間接的な影響も含め
て補償措置がとられるべきだということを強く言いたい。
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――志位委員長はこの後、政府の「緊急経
済対策」の問題点、日本共産党の対案など
について述べました。　詳しくはHPで→


